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第 9 0 0 号

　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　（平成２年11月１日現在）

世帯数　58,397世帯（前月比91世帯増）

人　ロ　177,281人（前月比151人増）

　　男　87,759人

　　女　89,522人

第19回　宇治市　技能功労者が決ま
る

磨
か
れ
た
仕
事
に

今
年
は
1
3
人
を
表
彰

　
十
一
月
二
十
三
日
は
勤
労
感
謝
の
日
で
す
。
市
で
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
一
つ
の
仕
事
に
取
り
組
ま
れ
、
卓
越
し
た
技
能
で
他
の
模
範

と
な
る
十
三
人
の
皆
さ
ん
を
、
各
団
体
か
ら
の
推
薦
で
、
宇
治
市
の
第

十
九
回
技
能
功
労
者
に
決
定
。
二
十
三
日
に
産
業
会
館
で
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。

　
宇
治
市
技
能
功
労
者
の
表
彰
制

度
は
、
長
年
一
つ
の
仕
事
に
就
い

て
、
慄
れ
た
技
態
嘉
９
　
る
人
の

功
労
を
た
な
凡
る
と
と
も
に
、
技

能
者
の
技
術
水
準
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
▽
市
内
に

引
庭
作
一
き
五
年
以
上
在
住
▽
市
内

の
事
業
所
に
引
き
続
き
五
年
以
上

従
事
▽
経
験
年
数
三
十
年
以
上
▽

満
六
十
歳
以
上
な
ど
の
条
件
夕
謁

た
す
人
で
す
。
市
内
の
商
工
業
者

の
団
体
な
見
習
推
薦
さ
れ
た
候

補
者
の
中
か
ら
、
選
考
委
員
心
一
で

審
議
し
て
決
定
し
柔
ｙ
。

　
こ
の
制
度
は
、
昭
和
四
十
七
年

を
初
回
に
、
今
年
で
十
九
回
目
を

迎
兄
ま
し
た
。
今
ま
で
に
表
彰
を

受
け
た
大
は
、
い
ず
れ
も
倶
れ
た

技
術
か
伝
え
て
采
た
大
で
、
今
回

の
受
賞
者
を
含
め
四
百
九
人
に
な

り
ま
す
。

　
今
回
表
鬘
瓦
る
の
は
、
女
性

三
人
を
含
な
十
三
人
の
皆
さ
ん
で

す
。
年
齢
で
は
一
〈
十
歳
か
倉
嵩

七
十
二
歳
ま
で
、
経
験
年
数
も
平

均
四
十
一
年
余
り
と
、
い
ず
れ
も

地
道
な
努
力
と
探
零
劣
良
能
を

ｍ
い
て
来
ら
れ
た
大
た
ち
で
す
。

今
も
、
第
一
線
刄
箔
躍
さ
れ
る
と

と
も
に
、
後
継
者
の
指
導
に
当
た

っ
て
お
ら
元
未
了
。

　
表
彰
式
は
、
十
一
月
二
十
三
日

の
勤
労
感
謝
の
日
、
午
前
十
時
か

ら
、
宇
治
市
産
業
会
館
多
目
的
ホ

1
1
月
2
3
（
祝
）

産
業
会
館
で

Ｉ
ル
で
行
ｐ
れ
未
了
。
当
日
、
心
一

場
で
は
、
く
み
ひ
も
製
造
職
の
梶

操
さ
ん
に
、
く
み
ひ
も
の
技
能
緊

披
露
し
て
い
た
ダ
と
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

受
賞
の
皆
さ
ん

　
（
く
み
ひ
も
製
造
職
）

梶
操
（
六
二
）
＝
宇
治
妙
楽
、

経
験
年
数
三
十
八
年

　
梶
旁
ぼ
、
昭
和
二
十
七
年
か

ら
、
く
み
ひ
も
職
の
厳
し
い
修
練

　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

の
道
を
歩
次
れ
、
昭
和
五
十
二
年

に
は
、
高
度
な
伝
統
的
技
術
・
技

法
な
ど
を
有
す
る
人
と
し
て
、
通

産
大
臣
指
定
の
「
伝
統
工
芸
士
」

の
称
号
を
営
ゾ
ジ
れ
ま
し
た
。

　
く
み
ひ
も
の
柄
を
出
す
た
め
に

は
、
作
子
、
「
緊
き
」
と
呼
ぼ

れ
る
符
号
を
作
り
、
そ
れ
に
従
っ

て
ひ
も
を
組
ん
で
い
き
ま
す
。
梶

さ
ん
の
、
こ
の
「
綾
が
き
」
を
作

る
技
能
は
大
変
吸
れ
た
も
の
で
、

同
じ
技
能
を
持
つ
人
は
、
全
国
で

も
少
数
に
妬
い
ま
せ
ん
。

　
梶
さ
ん
は
、
「
将
来
、
く
み
ひ

も
が
美
術
品
と
し
て
、
取
り
扱
わ

れ
る
ぷ
フ
に
な
っ
て
欲
し
い
。
後

継
者
を
育
て
、
よ
ひ
多
く
の
人
に

良
い
技
術
舎
客
緬
い
で
も
ら
い

た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
全
国
各

地
で
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
、

積
極
的
に
出
演
。
講
師
と
し
て
、

伝
統
的
技
術
で
あ
る
く
み
ひ
も
の

技
能
の
普
及
に
、
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

非
う

（
ｉ
ｍ
皿
Ｗ

難
い
お
五
星
袁
、

　
（
自
動
車
整
備
職
）

森
五
郎
（
六
七
Ｔ
広
野
町
西
裏
、

経
験
年
数
三
十
八
年

（
瓦
葺
職
）

辻
稔
（
六
三
）
土
落
乙
方
、

経
験
年
数
四
十
五
年

　
（
製
茶
職
）

植
村
房
夫
（
六
三
）
＝
五
ヶ
庄
岡

本
、
経
験
年
数
四
十
二
年

　
（
製
茶
職
〉

渡
湿
敏
夫
（
六
二
）
＝
五
ヶ
庄
野

添
、
経
験
年
数
四
十
四
年

　
（
電
気
工
事
職
）

山
田
武
春
（
六
二
）
＝
伊
勢
田
町

名
木
、
経
験
年
数
三
十
四
年

　
｛
製
菓
職
｝

須
知
昭
治
（
六
一
）
＝
宇
治
妙
楽
、

経
験
年
数
三
土
八
年

　
（
建
具
職
）

岡
本
佳
弘
（
六
一
Ｔ
神
明
宮
東
、

経
験
年
数
四
十
三
年

　
（
理
容
職
〉

大
原
楢
道
（
六
一
）
＝
宇
治
妙
楽
、

経
験
年
数
四
十
五
年

　
（
美
容
職
）

西
村
満
智
子
（
六
〇
）
＝
広
野
町

一
里
山
、
経
験
年
数
四
十
五
年

　
（
理
容
職
）

久
瀬
弥
須
次
（
六
〇
）
＝
木
幡
御

園
、
経
験
年
数
四
十
五
年

　
「
親
・
子
・
孫
、
三
世
代
が

羊
年
生
ま
れ
」
、
「
両
親
と
子

が
為
一
、
み
ろ
っ
Ｈ
ｆ
年
」
な

ど
の
ご
家
族
は
、
い
ら
っ
し
や

い
ま
せ
ん
か
。

　
広
報
課
で

は
、
来
年
の
　
　
｀

え
と
・
羊
に
　
　
号

ち
な
み
、
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
１

市
政
だ
　
　
　
月

よ
り
平
　
　
　
　
１

成
三
年
　
　
　
一
一
一

一
月
一
　
　
　
　
成

昌
に
　
　
四

登
場
し
　
　
　
ほ

て
い
た
だ
　
　
心

け
る
、
「
羊
年
　
　
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
」

翼
″
集
し
未
了
。

　
『
我
が
家
こ
そ
は
』

明
る
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ご
家
庭

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
で
、
三

人
以
上
が
羊
年
生
ま
れ
の
ご
家

族
▼
Ｓ
募
方
法
・
・
・
は
が
き
に
①

住
所
②
家
族
全
員
の
氏
名
・
年

　
　
齢
③
電
話
番
京
義
が
家

の
Ｐ
Ｒ
を

記
入
の
う

　
え
、
1
1

　
晶
日

　
團
必
着

　
で
広
報

廠
孚

　
6
1
1
宇
治

琵
琶
3
3
・

内
線
２
２

８
）
へ
▼

決
定
.
―
'
ｒ
ｔ
ｆ
ｆ
ｆ
'
N

合
、
選
考
し
て

　
　
（
広
報
課
）

i
咸
陽
市
友
好

　
訪
問
団
で
す

　
本
市
の
友
好
都
市
、
中
国
・
隋

西
省
咸
陽
市
友
好
都
市
訪
問
団

（
許
廷
方
団
長
、
五
人
）
が
、
十
月

三
十
一
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

池
本
市
長
ら
と
歓
談
し
ま
し
た
。

　
咸
陽
市
か
ら
の
友
好
団
の
訪

問
は
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
の

友
好
都
市
提
携
以
来
、
三
度
目

の
こ
と
で
、
今
回
は
、
市
民
と

の
交
流
と
公
共
施
設
の
見
学
を

目
的
に
訪
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
行
は
、
黄
柴
山
萬
福
寺
や

平
等
院
な
芦
市
内
見
学
の
ほ
か

十
一
月
一
日
に
は
、
喜
撰
山
ダ

ム
・
日
産
車
体
・
折
居
清
掃
工

場
な
ど
を
見
学
し
、
三
日
朝
、

帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

市舎前で池本市長(右端)や

raO力ゝム訃詣＆^t+ぷM￥FJl括

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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紫式部文学

賞
候補作品推薦人を募集

あなたの意見を

紫式部文学賞選考に

反映させてみませんか

　
平
成
三
年
に
実
施
す
る
、
第
一

回
「
紫
式
部
文
学
き
の
受
賞
作

は
、
市
民
の
代
表
や
全
国
の
作
家
・

出
版
社
な
器
か
ら
推
薦
さ
れ
た
作

品
の
中
か
ら
決
定
さ
れ
車
ｙ
。

　
推
薦
の
対
象
と
な
る
の
は
、
元

年
四
月
一
日
か
ら
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
刊
行
会
ハ
た
、
女
性

作
家
に
よ
る
作
品
で
す
。
ま
た
、

推
薦
期
間
は
、
三
年
四
月
一
日
か

ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
「
紫
式
部
文
学

き
の
侯
補
愕
翠
擢
薦
す
る
市

民
代
表
の
推
薦
人
蔵
次
の
と
お

昨
募
集
し
て
い
未
了
。
皆
当
λ
の

意
見
を
文
学
賞
に
反
映
さ
せ
る
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

〈
推
薦
人
の
募
纂
要
領
〉

　
▼
定
員
・
ふ
…
一
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
栄
７
）

　
▼
応
募
資
格
・
・
・
市
内
に
在
住
・

在
動
・
在
学
ｙ
る
1
6
歳
以
上
の
人

　
▼
申
１
　
込
み
・
：
官
製
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

性
別
・
職
業
（
学
校
）
奎
記
入
し
、

1
2
月
1
5
E
出
（
必
着
）
ま
で
に
、
企

画
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
内
線

２
３
６
）
へ

　
▼
そ
の
他
・
・
・
推
薦
人
に
選
ば
れ

た
人
に
は
記
念
品
奮
翫
王
げ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

A
l
-
紫
式
部
文
学
賞
６
創
設
」
も
市
民
ｓ

　
ア
イ
デ
ア
か
ら
（
元
年
１
０
月
１
３
日
、
ふ

　
る
さ
と
創
生
ア
イ
デ
ア
募
集
表
彰
式
）

お
知
ら
せ

　
第
６
回

　
古
文
書
講
習
会

　
市
民
の
皆
さ
λ
に
、
古
文
書
・

古
記
録
に
親
し
ん
で
い
た
だ
ぐ
た

め
に
開
催
し
柔
す
。
気
軽
に
ご
参

加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
り
一
月
４
日
㈹
～
７
日

９
、
全
４
回
。
紅
血
も
午
後
２
時

～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館

会
議
室
▼
定
員
・
・
・
5
0
人
（
先
着
順
）

▼
テ
キ
ス
ト
代
・
・
・
２
０
０
円
▼
申

Ｌ
込
み
・
・
・
歴
史
資
料
館
（
雲
2
0
・

1
3
1
1
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
宇
・
城
・
久
農
業
祭

　
農
業
に
対
す
る
貿
兄
の
理
解

と
認
識
か
深
め
て
い
た
だ
き
、
地

－
－
1
1
1
1
1
1
1
－
Ｉ
自
1
1
1
1
1
1
自
－
ｓ
Ｉ
ａ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

…
。
：
…
…
…
…
…
。
…
Ｊ
一
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皿－

域
農
業
の
振
興
奎
図
る
こ
と
Ｍ
ｍ

的
に
開
か
れ
ま
ず
。
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
２
日
㈲
、
午
前

９
時
半
ト
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：

寺
田
南
小
学
校
（
城
陽
市
寺
田
）

▼
内
容
・
・
・
農
産
物
の
展
示
・
即
売
、

米
と
野
菜
と
牛
乳
の
消
費
拡
大
コ

ー
ナ
ー
、
ミ
ニ
動
物
園
、
農
産
物

品
評
会
の
出
品
物
即
売
会
（
午
後

１
時
か
ら
）
ほ
か
▼
主
催
…
宇
治

城
陽
久
御
山
農
業
振
興
協
議
会
。

　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
2
8
B
困
。
午
後

３
時
半
Ｌ
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
（
お
は
な
し
の
へ

や
）
▼
内
容
・
：
お
は
な
し
、
よ
み

參
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
・
・
・
５
歳

か
ら
小
学
校
低
学
年
ぐ
ら
い
ま
で

（
入
場
は
子
戸
石
だ
け
）
▼
参
加
費

…
無
料
▼
問
い
ふ
Ｂ
せ
・
・
・
中
央
図

書
館
（
a
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
心
夢
薬
し

み
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
6
E
㈲
、
午
後

６
時
～
８
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

民
館
展
示
集
会
室
▼
対
象
・
定
員

・
：
小
学
生
以
上
の
親
子
、
5
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
…
よ
３
０
０

円
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
民
体
育
課

（
内
線
ｔ
７
８
）
へ
電
話
で
▼
主
催

・
・
・
市
野
外
活
於
器
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
ヨ
ー
ガ
教
室

　
▼
と
き
…
1
2
月
２
日
面
・
1
6
日

面
、
午
前
1
0
時
１
正
午
▼
と
こ
ろ

・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
で
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
▼

指
導
・
・
・
尾
野
由
紀
子
さ
ん
▼
内
容

・
・
・
ヨ
ー
ガ
の
華
諾
操
・
呼
吸
法

な
ど
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申
し
込

み
・
・
・
1
　
1
昼
　
　
日
困
ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
（
豊
2
2
・
5
6
5
0
）

へ
。
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
欠
（
襲
福
祉
協
議
会
）

　
歯
の
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
Ｗ
７
ａ
㈹
、
午
後

Ｌ
堕
Ｔ
ｙ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

お買物の

めやす　

消費者物

価20（

11月分

）

　この公表価格は、ｎ月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(自治振興課)

品　目 規　　　格
ａ 価格状況 琵 最低

価格対前月比 対*l年比

灯　　油
18(店頭 1.156　％8.1 49.2

　　円1.263 　　円1.080

18(配達 1,201 5.7 51.51,3121.100

ガソリン
レギュラー11現金
充り 141 2.9 14.6 144 136

ティッシュ
　ペーjf－

400枚入１箱
けりネックス･スコブテ1） 137 4.6 6.2 163 103

台所用
　　ラップ

サランラップ
30cmX 20 m 220 1.4 12.8 245 183

アル

イル
２ｋｍｘ８ｍ 166▲0.6 19.4 194 131

シャン7"ー 液体ポリ容器220a:
花王エッセンシャル 299 0.3- 299 298

洗濯用
　粉石けん 2.4kf 801 2.4 4.2 979 552

牛　　肉
すき焼用
中程度100 e 431▲0.9 4.1 579 288

塩さけ 切身100g 309A12.0▲16.3 513 227

バレイショ 男nl∽i 28 12.0 33.3 50 19

キャベツ中玉約l㎏ 294.18.5 48.5 398 204

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10個 212 0.5 7.6 24S 143

食用油 日清サラダ油ポ'l容器lOOOg 499 0.6 9.9 598 410

しよう油キッコーマン濃口ポリ容器入1t 280 4.5 1Z.4 307 204

砂　　糖上白1kg 239 ０ 3.5 276 204

小麦粉 日済小麦粉フラワーIke (薄力粉） 197▲3.0 1.5 255 163
インスタント
　コーヒー

ネスカフェェクセラ
瓶入ISOg 860▲0.6▲1.4 896 761

み　　そタヶヤミソI㎏ 365 2.5 8.6 410 288

食パン
普通品1斤
(スライスしたもの) 170▲0.6 1.2 183 144

洗濯代 ワイシャツ白の長そで 180 2.9 10.4 206 140

治
保
健
所
▼
内
容
・
・
・
赤
ち
ゃ
ん
の

牛
活
と
歯
、
虫
歯
予
防
、
赤
ち
ゃ

ん
の
食
事
と
お
や
つ
の
試
食
、
歯

の
磨
き
方
、
歯
科
・
育
児
・
離

乳
相
談
な
ど
▼
定
員
・
・
・
5
0
人
（
先

着
順
）
▼
対
象
・
・
・
３
ヵ
月
Ｌ
ｔ
歳

未
満
児
の
保
護
者
と
妊
婦
▼
持
参

品
・
・
・
母
子
手
帳
▼
参
加
費
・
：
無
料

▼
申
し
込
み
・
・
重
心
保
健
所
（
豊

2
1
・
2
1
9
1
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
茶
の
作
法
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
３
日
側
・
1
0
日

間
・
1
　
7
品
一
の
３
回
、
午
前
1
0
時

～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城
南
勤
労
者

福
祉
会
館
（
３
日
・
1
0
m
)
と
市

営
茶
室
「
対
鳳
庵
」
▼
対
象
・
・
・
勤

労
者
と
地
域
婦
人
▼
定
員
・
・
・
3
0
人

働
く
女
性
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開
設

　
　
　
　
　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
府
女
性
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
職
場
で
の
待
遇
や

労
働
条
件
に
つ
い
て
の
働
く
女

性
の
相
談
や
、
働
く
女
性
の
た

め
の
法
律
や
制
度
に
つ
い
て
の

問
営
Ｂ
せ
に
答
え
る
た
め
、

電
話
相
談
「
働
く
女
性
の
ホ
″

ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
。
相
談
に

は
ヌ
性
の
相
談
員
が
Ｉ
心
じ
、
個

人
の
秘
密
は
固
く
守
り
未
了
。

　
▼
相
談
日
時
・
：
毎
週
月
・
火
・

木
・
金
曜
、
午
前
９
時
～
午
後

ｔ
時
半
▼
相
談
先
・
・
・
働
く
女
性

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
豊
０
７
５
・

４
１
５
一
２
０
？
）
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

　
府
女
性
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
就
業
希
望
の
女
性

▼
受
講
料
・
・
・
1
5
0
0
円
（
抹
茶
・

茶
菓
子
代
な
ど
）
▼
講
師
・
・
・
伊
藤

宗
恨
’
ん
▼
持
参
品
・
・
・
懐
紙
・
扇

子
な
ど
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
1
月
2
2
日

＆
-
3
0
日
倒
ま
で
に
城
南
勤
労
者

福
誕
蕭
（
豊
4
6
・
0
7
8
）

へ
。
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
年
末
助
け
合
い

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展

　
市
民
絵
回
展
実
行
委
員
会
で
は
、

同
展
覧
心
一
の
期
間
中
、
宇
治
美
術

家
協
会
員
に
よ
る
年
末
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
展
を
開
き
手
八
。

　
▼
と
き
・
：
貨
１
日
出
～
９
日

面
、
午
前
1
1
時
～
午
後
６
時
（
最

終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
▼
と
こ

ろ
・
・
・
「
画
廊
藤
」
（
宇
治
壱
番
、
豊

2
4
・
６
ａ
２
）
。
（
社
会
教
育
課
）

を
対
象
に
、
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

盈
冒
乖
で
Ｉ
。

　
▼
と
き
・
・
・
平
成
３
年
１
月
７

日
間
～
２
月
１
日
面
ま
で
の
毎

週
月
・
火
・
木
・
金
曜
、
全
1
5

回
。
午
後
１
時
～
５
時
▼
と
こ

ろ
・
・
・
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
▼
受
講
料

…
無
料
（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

▼
申
し
込
み
・
：
1
1
月
2
6
日
間
～

１
９
一
月
３
日
側
ま
で
に
宇
治
地
方

振
興
局
総
務
課
（
豊
2
1
・
2
1

0
1
）
か
市
役
所
商
工
観
光
課

（
内
線
２
９
１
）
へ
印
鑑
持
参
で
。

後
日
、
面
接
し
て
受
講
者
夕
荻

め
未
了
。
　
（
商
工
観
光
課
）

宇治市緑化フェア

開

催

～プレ植樹祭～

　
十
一
月
十
一
日
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
人
と
緑
の
ふ
れ
あ
い

イ
ベ
ン
ト
、
宇
治
市
緑
化
フ
ェ

ア
ー
プ
レ
植
樹
祭
が
開
か
れ
、

一
万
人
の
人
出
で
に
″
易
い
ま

し
た
。

　
こ
の
内
、
式
典
で
は
、
緑
の

４
池
本
市
長
（
右
側
）
や
加
藤
市
議

　
会
議
長
ら
が
記
念
植
樹

少
年
団
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ー

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
子
戸
も
た

ら
が
、
緑
の
地
球
へ
の
願
い
を

込
め
て
「
緑
の
誓
い
」
奎
｀
言
。
』

会
場
か
ら
は
大
真
袖
手
が
起

こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
ス

テ
ー
ジ
で
は
「
森
六
λ
緑
さ

ん
大
集
合
／
」
が
行
ｐ
れ
、

緑
に
ち
な
ん
だ
名
前
の
皆
六
λ

が
、
ク
イ
ズ
な
ど
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　
－

　
緑
の
誓
い

　
一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
豊

か
な
み
ど
り
と
や
す
ら
ぎ
の
、

宇
治
市
を
つ
く
り
ま
す
。

　
一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
ニ

の
宇
治
市
か
ら
、
み
ど
り
を
愛

す
る
心
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　
一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
身

近
な
み
ど
り
を
大
切
に
し
、
地

球
に
や
さ
し
い
豊
か
な
心
を
育

て
ま
す
。

Ｆ
子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
声

　
で
「
緑
の
誓
い
」
を
宣
言

1184

人と緑の不ふ

れあいイベン

ト

0
7
5
（
4
1
5
）
2
0
8
1

わ
ず
か
な
負
担
で
ま
さ
か
の
安
心

交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済

1
1
月
3
0
日
（
金
）
ま
で
予
約
加
入

受
け
付
け

ゴ
ミ
ひ
分
別
に
ご
協
力
を

交通

対策

課（

内線

27

8）

ちえるゴミ もえないゴミ
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